
… 第２３３回 教養講座「地元学を考える」 … 
           ＜共催＞ NPO 法人シャローム 

一般社団法人シャローム福祉会 

時代を生きた女性たち 
講 師 ：渡部 八重子さん 

ふくしま民話茶屋の会 会長 

日 時  ２０２３年９月３０日（土） 

１３：３０ ～ １５：００ 

場 所  まちなか夢工房２階 

参加費  ５００円 

参加者  ２０名 

※ シャロームホームページユーチューブ（http://nposhalom.net/）より後日配信 

＜講演内容＞  

今回は民話を語りつつ賢明に生きた女性たちを振り返ってみたいと思います。 

私の語り部の原点は、会津の勝常村の囲炉裏でばあちゃんから桃太郎やかちかち山などのお

とぎ話や村の川の淵や岩など残っていた伝説を父が聞かせてくれました。キツネやタヌキ,ヘビ

に例えて、人間のあるべき姿を次の世代に語り聞かせることで繋いでいたのでしょう。 

 母や祖母の姿を見ながら育ち、仕事を通じても“農村婦人”の強さ・たくましさに感銘を受け

たものです。特に今回は戦争の中で翻弄されった女性たち、平和の尊さを噛み締めながらお伝

えしたいと思います。。 

プロフィール：渡部 八重子（わたなべ やえこ）さん 

昭和 11 年、河沼郡湯川村（旧勝常村）生まれ。昭和 32 年大和農芸家政短大（現 大和学園聖

セシリア短大）卒業。昭和 32 年から平成 8 年まで JA 福島中央会に勤務。一貫して、農村女性の

社会的経済的地位の向上と、農家・農村の生活福祉に取り組む。やがては JA を超えて、「ふくし

ま市女性団体連絡協議会」の 3 代目会長を勤め、消費、健康、文化、政治と、多様な面から市全

体での女性の地位向上に務める。 

2001 年に、「うつくしま福島未来博覧会」が開催された際、パビリオンの一つ「からくり民話

茶屋」の語り部養成講座を受けることになり、「ふくしま民話茶屋の会」会長、語り部となる。 

2001 年、福島市観光課が「ふくしまの花とみ」を PR するために募集をした作文集に感銘を受

け、「花見山案内実行委員会」を立ちあげる。以降花見山公園で案内人活動を実施。 

 

申込書 

いずれかに◯をつけて、ご返信ください 

出席 ・ 欠席 

お名前                         電話番号                     

ご住所                         FAX                        

 ・９月２７日（水）までにご返信いただければ幸いです。 

＜お問い合わせ・FAX 返信先＞ 

まちなか夢工房 福島市本町 5-31 

TEL：024-524-2230 FAX：024-525-8285 

http://nposhalom.net/

